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「ユビキタスネット社会」に関する
 アンケート結果報告書

 ＜平成19年度＞
 

概要版
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近畿情報通信協議会



1

目次

１．調査計画と標本構成

２．調査結果
（１）

 
家庭等における情報メディアの利用状況について

（２）

 
インターネットの利用状況について

（３）

 
携帯電話・ＰＨＳの利用状況について

（４）

 
ＩＣカードについて

（５）

 
地上デジタル放送について

（６）

 
ＩＣＴ機器の保有状況について

（７）

 
ユビキタスネット社会について

（８）

 
ユビキタスネット社会への期待と不安

※本概要版は、アンケート結果の一部のみを記載しています。
また、平成18年度も同様の調査を実施しており、18年度調査と比較したコメントを記載しているところがありますが、必要な方は
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１．調査計画と標本構成
■ 調査対象

・近畿圏在住の12歳以上の男性、女性

 

計1034名

■ 調査方法

・民間インターネット調査会社の登録モニターを利用したWebアンケート

・年齢構成は、平成17年度国勢調査を基にサンプルを割り付け、合計1000サンプルを目標に収集

■ 調査期間

・平成19年8月6日～8月8日

■ 標本構成

◆性別 （％）

回答者数 男性 女性

全体 1034 49.0 51.0
◆年齢 （％）

回答者数 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

全体 1034 6.0 13.7 16.8 14.0 17.3 28.3 3.8
◆職業 （％）

回答者数 公務員
経営者
・役員

会社員
（事務系）

会社員
（技術系）

会社員
（その他）

自営業 自由業 専業主婦
パート・ア
ルバイト

学生 その他

全体 1034 2.7 2.7 11.1 10.0 8.2 9.5 2.1 21.7 8.1 8.7 15.2
◆インターネットの利用年数 （％）

回答者数 1年未満
1年～

3年未満

3年～

5年未満

5年～

10年未満
10年以上

全体 1034 2.3 8.4 18.8 49.5 21.0
◆携帯電話又はＰＨＳの利用年数 （％）

回答者数 1年未満
1年～

3年未満

3年～

5年未満

5年～

10年未満
10年以上

利用してい
ない

全体 1034 1.8 6.4 13.6 28.2 30.4 9.6
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２．調査結果
 

（１）家庭等における情報メディアの利用状況について

■ 情報メディアの利用状況

 

13.7

28.7

40.8

30.1

96.8

94.7

86.6

5.3

37.1

13.1

29.1

11.1

10.4

3.9

28.5

21.6

20.2

21.3

3.2

7.7

18.3

27.7

15.0

19.7

26.2

5.4

35.6

21.7

17.0

5.6

8.1

12.0

3.7

49.3

19.1

0.3

0.3

1.2

2.0

1.7

1.0

1.8

1.1

1.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ワンセグ

地上デジタル放送（1.を除く）

衛星放送

ケーブルテレビ（CATV）

インターネット

電子メール

携帯電話

PHS

IP電話

利用している 利用したいが環境が整っていない 機会があれば利用したい あまり関心はない 全く関心がない／わからない

（N = 1034)

◆よく利用している情報メディア

 
は、「インターネット」、「電子メー

 
ル」、「携帯電話」などの通信系

 
メディアである。

◆放送系メディアでは、「地上デ

 
ジタル放送」が28.7％と18年度

 
調査から大きく利用者が増え、

 
「ケーブルテレビ」の30.1％を越

 
える勢いである。

◆また「ワンセグ」は、18年度の

 
利用者の3.2％から13.7％と飛

 
躍的に増大しており、ワンセグ

 
エリアの拡大や携帯電話を中

 
心とした端末機器の普及が大

 
きな要因となっていることがうか

 
がえる。

（単一回答）
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２．調査結果
 

（１）家庭等における情報メディアの利用状況について

■ＩＣＴ機器の保有状況

 

(N = 1034)

34.7

8.3

3.9

3.3

17.0

73.0

4.8

1.3

3.0

3.0

35.6

35.7

49.2

20.2

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

デジタルテレビ（デジタルチューナ内蔵機器含む）

地上デジタル対応のパソコン

ワンセグ対応のパソコン

ワンセグチューナ（パソコン接続）

ワンセグ対応の携帯電話

携帯電話（ワンセグ対応除く）

PHS

スマートフォン

PDA（個人用携帯型情報端末）

ワンセグ対応のカーナビ

カーナビ（ワンセグ対応除く）

ETC

ICカード（クレジットカード、ICOCA、PiTaPa、

住基カード等）

インターネットに接続できるゲーム機

その他

（％）

（複数回答）

◆「携帯電話（ワンセグ対応含

 
む）」、「ICカード」、「デジタルテ

 
レビ」と続き、特に「デジタルテ

 
レビ」は、18年度調査（24.6％）

 
から大きく増加している。

◆また、「ワンセグ対応の携帯

 
電話」（17.0％）、「地上デジタル

 
対応のパソコン」（8.3％）、「ワン

 
セグ対応のパソコン」（3.9％）、

 
ワンセグ対応のカーナビ」

 
（3.0％）など、地上デジタルやワ

 
ンセグの付加価値を持ったICT

 
機器は、18年度調査から大きく

 
増加し、近年の地上デジタルの

 
急激な普及が見て取れる。
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２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について

■ インターネットのサービス形態の利用状況

77.9

47.2

20.3

10.9

8.5

10.3

3.8

51.2

16.6

21.1

23.7

13.7

16.4

20.6

11.8

31.6

7.7

17.7

16.4

17.9

15.9

15.7

5.9

14.5

26.8

34.6

35.6

34.7

45.2

7.4

9.5

11.5

24.3

21.6

18.6

23.6

3.9

1.9 1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検索サービス

ポータルサイト

ブログ（WebLog）

SNS

動画共有（投稿）サービス

電子掲示板

チャット

ニュース

よく利用している ときどき利用している 機会があれば利用したい あまり関心はない 全く関心がない／わからない

（N = 1034)

（単一回答）

◆「検索サービス」は、“よく利用

 
している～ときどき利用してい

 
る”までを含めると、94.5％にな

 
り、インターネット利用者の大部

 
分の人が利用している。次いで、

 
「ニュース」、「ポータルサイト」

 
であり、これらのサービスも多く

 
の人が利用している。

◆「SNS」は、“よく利用している

 
～ときどき利用している”が

 
24.6％であり、18年度調査の

 
16.2％から大きく利用者が増え

 
ている。

◆「動画共有サービス」は近年

 
の新たなサービスであるが、“よ

 
く利用している～ときどき利用し

 
ている”で24.9％であり、「SNS」

 
と同じ程度に多くの人に浸透し

 
つつある。



6

２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について
■ パソコン設定等ＩＣＴ機器の使いこなしの度合い

（単一回答）

◆ICT機器の使いこなしの度合いは、「自分一

 
人で問題なく設定等ができ使いこなせる～マ

 
ニュアル等をじっくり熟読して自分一人で使い

 
こなせる」をあわせると45.7％であり、半数近く

 
の人が「使いこなせる」と認識している。

◆「わからないところを聞けば自分一人で使い

 
こなせる」（36.8％）まで含めると、80％以上の

 
人が、程度の差はあるにせよICT機器を使い

 
こなしている。

(N = 1034)
使いこなせない

9.0%

マンツーマンで指導

を受けなければ使

いこなせない

8.5%

わからないところを

聞けば自分一人で

使いこなせる

36.8%

マニュアル等をじっ

くり熟読して自分一

人で使いこなせる

24.5%

自分一人で問題な

く設定等ができ使い

こなせる

21.2%
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２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について
■外出先でのインターネット利用状況
 

(N = 1034)

5.0

5.7

9.2

11.7

73.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ノートパソコンやPDAとともに、

通信カード等を携帯して利用

ノートパソコンやPDAを携帯し、ホット

スポット等の無線LAN環境で利用

インターネットカフェ、空港ラウンジ等

に設置された情報端末にて利用

フルブラウザ対応の携帯電話等にて利用

外出先では利用しない

（％）

（複数回答）

◆外出先でのインターネットの

 
利用（携帯電話向けサイトへの

 
接続及び携帯電話からのメー

 
ルは除く）は、73.5％の人が利

 
用していない。この状況は、携

 
帯電話等による携帯電話向け

 
サイトから情報収集している人

 
が多いことに起因していること

 
が考えられる。

 

(N = 1034)

40.5

26.8

28.7

47.3

33.3

14.6

2.8

21.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

エリアが限定される

電車等の移動空間では利用できない

インターネットにつながりにくい

通信コストが高い

通信速度が遅い

設定が煩雑

その他

問題点はない

（％）

■外出先でのインターネット接続の問題点 （複数回答）

◆外出先でのインターネット接

 
続の問題点は、「通信コストが

 
高い」、「エリアが限定される」、

 
「通信速度が遅い」がトップ３で

 
あるが、他の項目も20％前後で

 
あり、様々な問題を抱えている

 
ころがうかがえる。
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２．調査結果
 

（３）携帯電話・ＰＨＳの利用状況について

■携帯電話・ＰＨＳの利用機能

 

(N = 892)

95.0

88.9

16.5

23.3

15.5

5.9

20.7

63.5

12.2

2.5

3.8

7.2

0.7

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通話

電子メール

データ通信

ホームページ上のWebコンテンツ利用

音楽視聴

おサイフケータイ

ゲーム

カメラ

テレビ放送受信（ワンセグ、アナログ放送）

ラジオ放送受信

テレビ電話

位置情報確認、ナビゲーション

防犯ブザー

その他

（％）

（複数回答）

◆携帯電話・PHSの日頃の利

 
用機能は、「通話」、「電子メー

 
ル」が突出しており、続いて「カ

 
メラ」、「ホームページ上のWeb

 
コンテンツ利用」となっている。

 
ほとんどの人が通話機能を利

 
用するとともに、電子メールで

 
の情報交換を主としている。

◆その一方で、携帯電話等に

 
よる「ホームページ上のWebコ

 
ンテンツ利用」は、先の家庭の

 
パソコンによるコンテンツ閲覧

 
（60～90％程度）に比べて低く、

 
携帯電話がパソコンと並ぶユビ

 
キタス端末として期待されてい

 
るにもかかわらず、まだまだ十

 
分とはいえないと考えられる。
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２．調査結果
 

（３）携帯電話・ＰＨＳの利用状況について

■携帯電話・ＰＨＳの高機能化
（単一回答）

◆携帯電話・PHSの高機能化については、「積

 
極的に進めてほしい」の12.7％に比べ、「全てが

 
携帯電話等で利用可能となることは好ましくな

 
い」が25.5％であり、まだまだこうした多機能化

 
へは十分な理解が得られていないようである。

◆しかしながらその一方で、「適度に進めてほ

 
しい」が29.6％、「世の中の動きとしてしかたが

 
ない」が23.8％と意見が分かれているが、積極

 
的ではないが端末の多機能化はユビキタス

 
ネット社会の方向として認識していることがうか

 
がえる。

 (N = 1034) よくわからない

8.4%

全てが携帯電話等

で利用可能となる

のは好ましくない

25.5%

世の中の動きとして

しかたがない

23.8%

適度に

進めてほしい

29.6%

積極的に

進めてほしい

12.7%
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２．調査結果
 

（４）ＩＣカードについて

■ＩＣカードの利用状況・関心度

25.0

16.7

13.3

4.2

5.5

7.3

4.5

5.9

5.7

5.8

29.4

31.1

27.9

28.6

25.6

28.2

25.4

27.7

36.3

41.9

45.1

40.2

14.6

17.2

18.0

20.3

22.3

21.6

1.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通系乗車券カード　＜プリペイド方式＞

（ICOCA、Suica等）

交通系乗車券カード　＜ポストペイ方式＞

（PiTaPa等）

電子マネー（交通系は除く）　＜プリペイド方式＞

（Edy、nanaco、WAON等）

電子マネー（交通系は除く）　＜ポストペイ方式＞

（QUICPay、iD等）

携帯電話搭載の交通系IC機能

（モバイルSuica）

携帯電話搭載の電子マネー機能

（おサイフケータイ：プリペイド、ポストペイの両者）

利用している 非常に関心がある／利用したい 機会があれば利用したい あまり関心はない 全く関心がない／わからない

（N = 1034)

（単一回答）

◆電子マネー系のICカードの利

 
用状況・関心度において、

 
ICOCA、Suica等の「プリペイド

 
方式の交通系乗車券カード」は、

 
25.0％の人が利用しており、“非

 
常に関心がある～機会があれ

 
ば利用したい”まで含めると、約

 
60％が利用を望んでいる。

◆交通系を除いた電子マネー

 
は、“利用している”がプリペイド

 
方式でも13.3％、ポストペイ方

 
式においては3.3％と、これから

 
の普及が期待される。

◆「携帯電話搭載の交通系IC

 
機能（モバイルSuica）」は、関西

 
圏では、乗車券としての利用は

 
できないが、ビジネスマンの関

 
東圏への出張などでの利用が

 
想定され、“利用している～非

 
常に関心がある／利用したい”

 
で7.0％にも達し、今後の関西圏

 
での普及が期待される。
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２．調査結果
 

（４）ＩＣカードについて

■ＩＣカードの多機能化

 
(N = 1034)

　よくわからない

16.3%

　集約する

必要はない

15.5%

　用途別／利用頻

度等に応じて集約

し複数カードで利用

したい

26.9%

　1枚のカードに

機能を集約したい

41.3%

（単一回答）

◆近年のICカードの多機能化については、「1

 
枚のカードに機能を集約したい」が41.3％で最

 
も多く、次いで、「用途別／利用頻度等に応じて

 
集約し複数カードで利用したい」が続き、総じて

 
カードの多機能化には肯定的な意見が多い。

◆こうした傾向は、携帯電話・PHSの高機能化

 
とは若干異なる。携帯電話・PHSでは、「全てが

 
携帯電話等で利用可能となることは好ましくな

 
い」など否定的な意見が約1/4に達するが、IC

 
カードでは、「集約する必要はない」は15.5％に

 
留まり、否定的な意見は少ない。
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について

■デジタルテレビの通信接続

 
(N = 384)

通信接続できること

は知らなかった

6.8%

接続していない

56.8%

通信回線に接続し

ているが、あまり利
用していない

12.0%

通信回線に接続し

ているが、まったく

利用していない

15.9%

通信回線に接続し、

よく利用している

8.6%

（単一回答）

◆デジタルテレビで可能な通信回線への接続

 
は、地上デジタルテレビ保有者の半数以上の

 
56.8％が実施しておらず、この機能の周知が徹

 
底しているとはいいがたい。

◆また、「通信回線に接続しているが、まったく

 
利用していない」が15.9％、「通信回線に接続し

 
ているが、あまり利用していない」が12.0％であ

 
り、ほとんど活用されていないといえる。
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について

■ワンセグへの期待

 

(N = 1034)

22.0

19.6

6.1

54.4

34.4

13.7

33.0

36.1

31.7

25.0

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

普通の地上デジタル放送と違う

ワンセグ独自の番組

データ放送コンテンツの充実

視聴者の属性に応じたカスタム広告

視聴料金に課金しないこと

視聴エリアの拡大

地域やエリアに特化した情報番組

災害対応の情報端末

端末のバッテリーの長時間化

視聴端末（携帯電話等）の低価格化

特に期待することはない

その他

（％）

（複数回答）

◆ワンセグへの最も大きな期待

 
は、「視聴料金に課金しないこ

 
と」が最も多く54.4％であり、そ

 
の次に「端末のバッテリーの長

 
時間化」、「視聴エリアの拡大」、

 
「災害対応の情報端末」、「視聴

 
端末の低価格化」が30％以上

 
であり、多岐にわたっている。



14

２．調査結果
 

（６）ＩＣＴ機器の保有意向について

■ＩＣＴ機器の保有意向

 

(N = 1034)

46.3

31.7

17.8

13.4

21.1

2.7

2.4

7.9

5.5

20.7

6.2

14.0

7.8

5.3

4.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

デジタルテレビ（デジタルチューナ内蔵機器含む）

地上デジタル対応のパソコン

ワンセグ対応のパソコン

ワンセグチューナ（パソコン接続）

ワンセグ対応の携帯電話

携帯電話（ワンセグ対応除く）

PHS

スマートフォン

PDA（個人用携帯型情報端末）

ワンセグ対応のカーナビ

カーナビ（ワンセグ対応除く）

ETC

ICカード（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ、ICOCA、PiTaPa、住基ｶｰﾄﾞ等）

インターネットに接続できるゲーム機

その他

（％）

（複数回答）

◆新たなICT機器の保有意向

 
は、地上デジタル放送の開始以

 
降、薄型大画面テレビの普及も

 
あって、デジタルテレビへの関

 
心が益々高まり多くの人が保有

 
を望んでいるが、数値的にみる

 
と、その割合は46.3％であり、

 
18年度の56.6％から下がってい

 
る。これは、デジタルテレビが急

 
速に普及してきたことが要因で

 
あると考えられる。

◆その他、「地上デジタル対応

 
パソコン」や「ワンセグ対応パソ

 
コン」、「ワンセグ対応の携帯電

 
話」、「ワンセグ対応のカーナ

 
ビ」など、保有意向の傾向も18

 
年度調査と同様であるが、数値

 
的には若干下がっており、地上

 
デジタル放送及びワンセグの普

 
及によるものといえる。
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２．調査結果
 

（７）ユビキタスネット社会について

■ユビキタスサービスの利用状況

 

6.9

10.6

4.1

7.3

4.2

10.1

5.1

90.3

85.8

91.8

82.7

96.9

91.0

61.8 37.5

3.9

0.1

1.4

0.6

1.7

3.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICカード機能付き携帯電話利用の決済サービス

（おサイフケータイ　等）

ワンセグ対応の携帯電話による放送サービス

GPS機能付携帯端末による人や物の

探索サービス　（ココセコム、いまどこサービス　等）

携帯端末（携帯電話等）による道案内・観光案内サービス

（EZナビウォーク、NAVITIME　等）

センサー等を使った遠隔監視サービス

（ホームセキュリティサービス）

電子タグ、二次元バーコードを利用したサービス

（電子タグによる情報提供、食品トレーサビリティ）

その他

現在利用している 以前、利用したことがある 利用したことはない 無回答

（N = 1034)

（単一回答）

◆現在、サービスが提供されて

 
いる主なユビキタスサービスの

 
利用状況をみると、“現在利用

 
している”が、10％を越えている

 
サービスは「ワンセグ対応の携

 
帯電話による放送サービス」の

 
みであり、サービスとしては黎

 
明期の段階である。

◆“以前、利用したことがある”

 
が、「携帯端末による道案内・

 
観光案内サービス」（10.1％）、

 
「電子タグ、二次元バーコードを

 
利用したサービス」（5.1％）、

 
「GPS機能付携帯端末による人

 
や物の探索サービス」（4.2％）と、

 
現在の利用者と同程度、あるい

 
はそれ以上の人が何らかの要

 
因によりサービスを中止してい

 
ることからも、コンテンツ面や技

 
術面などの問題点を抱えている

 
ために、まだまだ社会に浸透し

 
ていないサービスであることが

 
うかがえる。
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２．調査結果
 

（７）ユビキタスネット社会について

■ユビキタスサービスの満足度

 

15.0

9.5

8.2

7.8

9.4

5.4

14.3

61.0

51.7

55.3

54.2

56.3

68.8

14.3

23.0

32.7

31.8

35.8

34.4

24.7

71.4

6.1

4.7

1.0

2.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ICカード機能付き携帯電話利用の

決済サービス

ワンセグ対応の携帯電話による

放送サービス

GPS機能付携帯端末による

人や物の探索サービス

携帯端末（携帯電話等）による

道案内・観光案内サービス

センサー等を使った遠隔監視サービス

電子タグ、二次元バーコードを

利用したサービス

その他

非常に満足している ほぼ満足している 多少不満がある 非常に不満がある

（N = 100)

（N = 147)

（N = 85)

（N = 179)

（N = 32)

（N = 93)

（N = 7)

（単一回答）

◆様々なユビキタスサービスの

 
満足度は、実際の利用者は少

 
ないものの、全てのサービスで

 
“非常に満足している～ほぼ満

 
足している”が60％以上であり、

 
非常に高い結果となっている。

◆これは、18年度調査と同じ傾

 
向であるが、「電子タグ、二次元

 
バーコードを利用したサービス」、

 
「センサー等を使った遠隔監視

 
サービス」は、他のサービスの

 
満足の割合があまり変わってい

 
ないのに対して、“非常に満足し

 
ている”が下がっている。
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２．調査結果
 

（７）ユビキタスネット社会について

■ユビキタスネット社会の新たなサービスの利用意向

 

17.8

5.0

7.1

11.2

15.0

8.4

13.4

5.0

69.3

63.9

67.4

52.4

45.8

57.4

76.4

64.1

73.2

60.2

71.7

19.8

11.1

19.8

36.9

33.1

27.9

6.9

12.3

10.1

16.6

14.5

7.4

7.2

7.7

8.1

14.0

13.7

5.5

8.6

8.3

9.8

8.8

2.5

3.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先からの家電機器等の遠隔操作

子供や独居老人の所在確認や危険通知

外出先での安心な経路の探索

買い物の会計は出口で自動引き落とし

車への自動運転サポート機能の組み込み

電子タグ等による商品情報入手

電子カルテの導入により待ち時間短縮

近隣病院での専門医の遠隔相談

インターネットによる電子申請

海外旅行での翻訳等案内サポート

移動中携帯端末での周辺情報等の入手

ぜひ有料でも利用したい 無料であれば利用しても良い 必要ない わからない

（N = 1034)

（単一回答）

◆有料でも利用したい新たなユ

 
ビキタスサービスは、「子供や

 
独居老人の所在確認、危険通

 
知」、「近隣病院での専門医の

 
遠隔相談」、「海外旅行での翻

 
訳等案内サポート」、「電子カル

 
テの導入により待ち時間短縮」

 
が10％以上で上位となっており、

 
社会インフラとしての必要性を

 
指摘している。

◆“無料なら利用”をみてみると、

 
上記トップ４を含め、「移動中携

 
帯端末での周辺情報等の入

 
手」、「外出先からの家電機器

 
当の遠隔操作」、「外出先での

 
安心な経路の探索」が60％以

 
上を占めており、これらのサー

 
ビスは生活の利便性向上に必

 
要ではあるが無料が妥当であ

 
ると考えていることがうかがえ

 
る。
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２．調査結果
 

（７）ユビキタスネット社会について

■望ましいと考えられる情報端末の形態

 

(N = 1034)

45.9

69.1

12.3

15.8

10.7

5.2

0.4

14.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通常のノートPC

携帯電話

PDA

キーボード付携帯端末（スマートフォン等）

ユビキタスサービスの専用端末

Kiosk端末、街頭端末

その他

よくわからない

（％）

（単一回答）

◆ユビキタスサービスの享受に

 
おいて、望ましいと考えられる

 
情報端末の形態は、「携帯電

 
話」、通常のノートPCが圧倒的

 
に多く、使い慣れている端末を

 
そのまま利用したいという傾向

 
が明らかである。また、「キー

 
ボード付携帯端末」や「ユビキタ

 
スサービスの専用端末」も10％

 
以上である。

◆「Kiosk端末、街頭端末」はわ

 
ずか5.2％であり、こうしたオー

 
プン端末は、個人保有の端末

 
へのサービスを補助する役割

 
になるのではないかと想像され

 
る。
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会への期待

 

(N = 1034)

24.2

30.9

66.8

9.7

25.0

11.7

5.6

8.1

1.2

12.7

16.7

17.7

37.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

生活が豊かになる

生活が安全になる

生活が便利になる

食の安全・安心が高まる

健康の維持・管理が行いやすくなる

車の運転や歩行が安全・快適になる

高齢者や障害者に優しい社会になる

コンテンツ利用が促進される

多用な就労形態が実現する

災害対応が迅速化する

環境への負荷が軽減する

その他

よくわからない

（％）

（単一回答）

◆ユビキタスネット社会への期

 
待内容は、「生活が便利にな

 
る」が群を抜いている。続いて、

 
「災害対応が迅速化する」、「生

 
活が安全になる」、「高齢者や

 
障害者に優しい社会になる」と

 
なり、便利さとともに、安全・安

 
心の社会を期待している。
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会の不安

 

(N = 1034)

71.5

35.5

24.5

24.4

12.8

13.7

30.5

6.9

13.3

0.5

10.6

16.4

16.5

37.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

個人情報の流出や不正利用

ICT機器のコンピュータウイルスの感染

情報が多くなりすぎる

人と人のつながりの希薄化が進み

殺伐とした社会になる

詐欺や悪徳商法への遭遇

機器の使用方法の複雑化により

利用できる人とできない人の格差が生じる

常に監視されているような気がする

ICT機器への過度の依存

思考能力の低下

システム障害時の混乱

一部の人や企業・団体のみが

利益を享受する

犯罪の温床になる

その他

よくわからない

（％）

（単一回答）

◆ユビキタスネット社会に対し

 
て不安である内容は、プライバ

 
シー侵害、情報システム上のセ

 
キュリティ不安、電子商取引の

 
悪用などの内容が上位を占め

 
ている。

◆また、人と人との交流の希薄

 
化や、ICT機器への依存等によ

 
るコミュニティやコミュニケーショ

 
ンの場の必要性をも指摘してい

 
る。
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会推進への要望

 

(N = 1034)

48.5

16.2

47.9

24.1

50.9

33.8

34.3

28.0

24.1

9.1

0.7

9.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

高齢者、障害者など情報弱者への

的確な対応

地方の情報格差（デジタルデバイド）の解消

通信コストや利用機器コストの低廉化

ネット社会に対応した法整備と規制緩和

個人情報流出への対応などの

セキュリティ対策

十分なウィルス対策

システムの安全性の確保

高齢者等でも利用できる

操作性の良い端末導入

トラブルに瞬時に対応できるシステム構築

あまり急がずじっくりと時間をかけた推進

その他

よくわからない

（％）

（単一回答）

◆ユビキタスネット社会推進へ

 
の要望は、「個人情報流出への

 
対応などのセキュリティ対策」、

 
「高齢者、障害者など情報弱者

 
への的確な対応」、「通信コスト

 
や利用機器コストの低廉化」が

 
トップ３であるが、「システムの

 
安全性の確保」、「十分なウイ

 
ルス対策」など、要望内容は多

 
岐にわたっている。
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安

■情報セキュリティのトラブル経験

(N = 1034)

72.1

21.5

3.6

3.6

9.4

1.9

0.2

23.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

迷惑メールを受けたことがある

コンピュータウイルスに感染したことがある

ネット販売・オンライン決済を利用して

トラブルにあったことがある

インターネット上の電子掲示板等で

誹謗中傷を受けたことがある

身に覚えのない

違法請求の被害にあったことがある

不正アクセスの被害にあい、

個人情報を不正に利用されたことがある

その他

これまでは特にない

（％）

（単一回答）

◆情報セキュリティのトラブル

 
経験は、「迷惑メールを受けた

 
ことがある」が72.1％と群を抜い

 
て高く、インターネットや携帯電

 
話では迷惑メールは避けては

 
通れないものである。次いで、

 
「コンピュータウイルスに感染し

 
たことがある」、「身に覚えのな

 
い違法請求の被害にあったこと

 
がある」が続いているが、「これ

 
までは特にない」が23.9％と第2

 
位となっている。

◆18年度調査では、トップの

 
「迷惑メールを受けたことがあ

 
る」が比率的にもあまり変わっ

 
ていないが、「コンピュータウイ

 
ルスに感染したことがある」が

 
38.2％であり、今年度調査では

 
非常に少なくなった。これは、設

 
問で「ここ1年の間に」という条

 
件をつけたための結果であり、

 
ウイルス対策が浸透してきたこ

 
とがうかがえる。
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安

■ユビキタスネット社会への期待度

 
(N = 1034)

ユビキタスネット

社会は反対
2.7%

世の中の動きとして

仕方がない
21.3%

よくわからない

13.8%

時間をかけて
実現することが

望ましい

48.4%

是非早く

実現してほしい

13.8%

（単一回答）

◆ユビキタスネット社会の実現に対する期待度

 
は、「時間をかけて実現することが望ましい」が

 
48.4％を占め、ユビキタスネット社会の“陰”の問

 
題点や課題に対する技術向上や法整備などの

 
進捗に合わせた方が良いと考えている人が多

 
いことがうかがえる。
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